
牧之原市企画政策部地域振興課



H21～

「対話の場」＆「市民ファシリテーターの養成」

地域で活躍する人材を育成

異なる学校・学年の生徒や地域の大人が

対話やファシリテーションを通して

牧之原市や地域の未来について考える

⇒

H27～ 人材育成事業
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目 的
行政と高校と地域が連携・協働し、
以下のような人材を育成する。

■ 地域に誇りを持つ

■ 将来、地域を担う

■ 地域の課題解決に
貢献する

企画・運営
■ 牧之原市役所

■ 市内県立高校

■市民ファシリテーター

対話を通して地域の未来を考える

3



概 要 令和６年度の内容

多様な大人との対話の場

・ 全４回 （単発）
・ 対象 小学生～一般
・ 様々な分野で活躍する
大人と対話

ファシリテーター
一般社団法人

「ＣＬＩＰ」

ファシリテーション研修

・ 全１回
・ 対象 小学生～一般

➀ファシリテーションを学ぼう！

運営スタッフ会議

・ 全３回
・ 高校生が企画、運営を経験
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令和６年度 多様な大人との対話の場①

トーク・フォークダンス～話して繋がろう～

相手を変えながらテーマについて１対１で語り合います

高校生 34名
大学生 1名
大人 2４名

参加者59名6月23日(日) 14：00～16：00 相良高校体育館

御前崎市と初コラボ！

・自分はどのような性格か

・住んでいるまちの自慢は何か

・やり続けて良かったことは何か

・相手の言葉を待つ

・アドバイスしない・正解を言おうとしない

・目の前の人の話を聞く

・質問攻めしない

・同意を求めない

ポイント！

高校生運営スタッフがテーマを考案
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令和６年度 多様な大人との対話の場➁

語ring～卒業生と語り合おう～
小学生 １名
高校生 41名
大学生 ４名
大人 ５名

参加者51名
８月２１日(水) ９：００～１１：０0 榛原高校１階会議室

卒業生の発表（高校生時の経験や現在の活動について）

８グループに分かれ卒業生と対話

・高校生のうちにすべきことは？

・モチベーションを上げる方法

・地域リーダーで身についたものは？

ゲスト：地域リーダーOB・ＯＧ（大学生、社会人）

コミュニケーション能力の向上

将来の選択肢が広がる

新たな交流関係ができる
市民ファシリテーター
「clip」の池ヶ谷さん
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令和６年度 多様な大人との対話の場➂

発信力UP！自身が持てる発声と伝え方 高校生 36名
大学生 ２名
大人 ６名

参加者44名１０月23日(水) １６：３0～1８：３0 さざんか ホール

滑舌・早口言葉の練習

グループでプレゼンテーション

講師：宮本 淳子 氏
（常葉大学短期大学部日本語日本文学科准教授）

➀言葉そのもの（文字で表現できるもの）

➁話し方（声の大きさ・速度・発声の）明瞭さ

➂表情や態度（顔の表情・時勢や態度・しぐさ）

コミュニケーションの３要素

「声」を「洋服」だと思うこと…
どんな「声」だって、工夫次第で誰にでも「着こなす」ことができる！



令和６年度 多様な大人との対話の場④

話し＆聞き上手になろう 高校生 ７名
大学生 ２名
大人 ７名

参加者16名
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１１月１６日(土) １３：３0～1５：３0 榛原文化センター ３階会議室

選挙のイメージとは

どんな選挙だったら投票したいか

難しそう‥・

選挙場所が遠い…

静かな場所…

・選挙のゆるキャラとコラボする（育成ゲーム、カフェ）
・インターネットで投票する
・選挙に行ったら地元の店のクーポンを渡す →お店も潤う
・インフルエンサー・有名人も一緒に投票する →若者が来る
・投票所の隣でマルシェを開催
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高校生 運営スタッフ会議（全3回）
メンバー
高校生 13名

令和６年度 多様な大人との対話の場

６月18日(火)16：30～ 10月29日(火)16：30～
（対話の場➀のテーマ決め） （対話の場④のテーマ決め）
1 ２

11月７日(木)16：30～

（対話の場④のテーマ・役割決め）

３

・最近大人買いしたものは何？
・生まれ変わったら何になりたいか
・最近のマイブームは何？

・将来の夢はいつからできた？
・貯金をしているか？
・上手な時間の使い方は

・今のうちにやっておいた方が良いこと
・子どもの意見を聞くには
・もしも大人が遊べる公園があったら
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令和６年度

ファシリテーションを学ぼう

ファシリテーション研修

参加者32名
小学生 １名
中学生 １名
高校生 23名
大学生 １名
大人 ６名ファシリテーションとは何か

複数で話し合う時に気になることは？

８月１８日(日) １０：０0～1５：０0 榛原庁舎 ４階会議室

話し合いの場を有意義にするためのスキルと心づかい。

“facilitate”＝「促進する、＜〇〇＞を容易にする」

話し合いの場においては主役は「参加者」

・時間内に決まらない
・仲良しの子だけ話をする
・話合いの時に静かになる
・１人がずっと喋っている
・人任せにしてしまう

講師：鈴木 まり子 氏
（日本ファシリテーション協会フェロー）



紹 介 グラフィックハーベスティング

グラフィックとは…

絵や文字、色を使って話し合いを見える化。
対話を促進します！
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市民ファシリテーター
「clip」の武田さん

OB・OGが「グラフィッカーとしても
活躍しています！



参加者 平成27年度～令和６年度 （延べ人数）

そのうち高校生 ９32名

OB・OGは、地域や市役所にて活躍中！
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10年間で3911名の人が参加
（小学生～大人まで）



・高校生の意見が新鮮で、大人としても新しい発見があった。

・今の高校生はこんなにも物事について考え、伝える事が
できる力があることに感動した。
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参加者の声 参加者の感想～アンケートから抜粋～

・今、自分が本当にしたいことや、なりたい姿について、初心に
かえって考えるきっかけとなった。

・聞くだけでなく実際に行ったり、他の年代との交流ができた
ことが印象に残った。

【高校生】

【大人】
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